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昨年、塩化ナトリウムとエタノールを混合した際に生じる結晶の量変化を、エタノールの添加量ごとに調べた。この反応について更に詳細なる知見を得るべく、塩化ナトリウム以外の薬品について試す事と相成った。

《目的》
　塩化ナトリウムと塩化カリウムでどのような相違が見られるかを調べる。

《仮説》

カリウムのほうがナトリウムより電子親和力が大きく、電子を放出してイオンになりやすい。逆に言うと、カリウムイオンが結晶化するためのエネルギーもまた小さい。そのため、カリウムイオンはエタノールによる影響を受けやすく、その結果としてナトリウムより結晶が析出しやすい。

《実験方法》

～使用器具・薬品～

・ビーカー　・濾紙　・マグネットフィルターファンネル　・はかり・ボトル

・ホールピペット・エタノール　・塩化ナトリウム　・塩化カリウム

～実験手順～
1 飽和水の濃度を100%とおいたときに80%となる溶液を作成した（溶質質量/溶媒質量）。

2 ホールピペットで溶液とエタノールを10mlずつとり、これを混ぜた。

3 マグネットフィルターファンネルを用い、水分がなくなるまでこれを濾過した。

4 析出した結晶の重さを量った。

5 ①～④を繰り返し行った。

《結果》

	　
	飽和量(g/mol)
	溶液中の溶媒（g）
	析出した結晶（g）
	mol数
	析出した割合

	KCl
	3.4 
	2.68 
	1.81 
	0.028 
	74％

	NaCl
	3.7 
	2.92 
	1.98 
	0.034 
	74％ 


《考察》

～何故この反応が起こるのか～

エタノールは有機物であるが、OH基を持つため極性がある。そのため水分子が引き寄せられ、水素結合が生じ、溶解する。

一方、NaClやKClといったイオン結合から構成される物質は、水に溶ける際に水和して、イオンとなって溶けるわけである。

さて、どちらの薬品も水の極性によって水に溶けるわけであるが、その力の強さは大きく異なる。分子・イオン間に働く力はファンデルワールス力と水素結合があるが、水素結合がもっとも強い。よって、イオン結合の物質と水和していた水分子をエタノールが奪い、その結果として結晶が析出するのである。

～実験結果に関する考察～

　表から、析出した結晶のモル量は、われわれの仮説のとおり、NaClのほうが大きいことがわかった。では、この違いはどこで生じたのであろうか。

物質には固有の第一イオン化エネルギーが存在する。Naでは495.8KJ/mol、Kでは418.8KJ/molである。

この二つの値の比率（418.8÷495.8＝0.84）は、析出した結晶のモル量の比（0.038÷0.046＝0.83）とほぼ一致する。

また、飽和量をモル濃度に換算するとそれぞれKCl:0.52mol/l NaCl:0.62mol/l となり、この比もまた電子親和力の比と同じ値になるのは興味深い（0.52/0.62＝0.83）。溶液中の、エタノールによって析出した結晶の割合がそれぞれ等しいのは、このためである。

ただし、問題なのはなぜこの比率が第一イオン化エネルギーの比と一致するのかがわからないところにある。第一イオン化エネルギーはあくまでもその元素の単体が一家の陽イオンになるのに必要なエネルギーであるため、イオン結合からなるNaClやKClの生成には厳密には関係ないはずである。

《結論》

　エタノールによって析出する結晶の量は、陰イオンが同一の元素である場合、陽イオンの電子親和力に依存する。電子親和力が小さいほど、析出量が少ない。

《今後の課題》

　時間の都合により、実験回数が少なかったのが悔やまれる。データを確かなものにするべく、さらなる実験を重ねていきたい。

また、陰イオンを塩化物イオンではない別のハロゲン元素のイオンで実験を行い、その析出した割合を調べたい。また、陽イオンもアルカリ金属以外のイオンを試し、我々の結論の更なる裏づけをしていきたい。
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